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「備えあれば憂いなし」

●お友達・お知り合いに、是非おぎはら耳鼻
咽喉科をご紹介ください。

●神奈川県では珍しい、言語聴覚士のいる耳
鼻咽喉科です。難聴や補聴器については大学
病院レベルの診察・検査体制を整えています。
●ちょっとした不安の解消から専門的な診察
まで、幅広く行っています。

相模原市南区古淵1-6-11Ｋ‘Ｓビル3階 📞📞042-750-3387

これまでオギジビの受付部門を取り仕切
っていた宮下さんが、退職することとな
りました。以下、本人よりご挨拶です。
「私事で恐縮ですが、この度第一子出産
の為、退職することとなりました。在職
中、患者様にも心温まる言葉を多くかけ
ていただき嬉しかったです。開院してか
ら一年と少しという短い間でしたが、オ
ギジビに携われて本当に楽しかったです。
ありがとうございました。」

猛暑が続いています。みなさん、体調はいかがですか。さて、
残念ながら新型コロナウィルスが日本で感染爆発を起こしつつ
あります。神奈川県では新規陽性者数が1日1000人以上を記録す
るようになり、相模原市でも100人を超えることが珍しくなくな
りました。身近に迫っています。ワクチン接種が進んでおり、
接種済の方では重症化や死亡のリスクが下がっているものの、
感染しなくなるわけではありません。現在猛威をふるっている
デルタ株は、従来株より感染力が著しく高いため、引き続き厳
重な警戒が必要です。また、日本の夏は台風による水害などの
リスクがあります。みなさんの家には、災害用の備蓄や食料
品・日用品の余裕はありますか？
万が一、新型コロナウィルスに感染したり、濃厚接触者に

なってしまい自宅隔離が必要になってしまった場合を想定して、
1～2週間の在宅隔離生活が可能な物資は備えておきたいところ
です。もちろん、災害による停電や物流停止などにより社会機
能が麻痺した場合にも役に立ちます。いざという時に慌てない
ように、日頃から意識を高めておきましょう。また、新型コロ
ナ感染以外の病気、重大な怪我にも要注意です。救急搬送が困
難な可能性がありますので、これまで以上に健康に留意してい
きましょう。
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